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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を撮像する撮像部と、
　前記撮像部を制御して、静止画および前記静止画の撮像時点より先行もしくは後続して
撮像される動画データについて、前記撮像部から出力された画像の信号レベルに基づいて
前記静止画の露出値を設定し、前記静止画の露出値と同等の露出が得られるように前記動
画データの露出値を設定した上で、前記静止画および前記動画データを得る撮像制御部と
、
　前記静止画を所定期間再生するフリーズ動画データを作成し、前記撮像制御部により得
られた前記動画データと前記フリーズ動画データとを連結編集した単一の動画ファイルを
作成する画像処理部と
　を備えたことを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項２】
　請求項１に記載のデジタルカメラにおいて、
　前記画像処理部は、所定の動画ファイル規格に準拠したデータ形式で、前記動画ファイ
ルを作成する
　ことを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のデジタルカメラにおいて、
　音声を収集して音声データを作成する音声収集部と、
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　前記音声収集部から、前記静止画の撮像時点を含む期間の音声データを取得し、前記音
声データを前記フリーズ動画データに同期再生可能に付加する音声処理部と
　を備えたことを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載のデジタルカメラにおいて、
　前記撮像制御部は、前記静止画の撮像時点に先行して前記撮像部を制御して前記動画デ
ータを生成し、
　前記画像処理部は、前記動画データから前記フリーズ動画データの順に再生されるよう
連結編集した前記動画ファイルを生成する
　ことを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載のデジタルカメラにおいて、
　前記撮像制御部は、前記静止画の撮像時点に後続して前記撮像部を制御して前記動画デ
ータを生成し、
　前記画像処理部は、前記フリーズ動画データから前記動画データの順に再生されるよう
連結編集した前記動画ファイルを生成する
　ことを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項６】
　請求項１に記載のデジタルカメラにおいて、
　前記フリーズ動画データと前記動画データとの再生切り換え時点に対して同期再生可能
に、予め定められた効果音声データを前記動画ファイルに付加する効果音声処理部を備え
た
　ことを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項７】
　請求項１に記載のデジタルカメラにおいて、
　前記フリーズ動画データと前記動画データとの再生切り換え時に挿入するよう、予め定
められた切り換え効果用画像を前記動画ファイルに付加する効果画像処理部を備えた
　ことを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項８】
　請求項１に記載のデジタルカメラにおいて、
　前記撮像制御部は、
　前記撮像部から減数読み出しを行うことにより前記動画データを作成し、
　前記撮像部から高解像度読み出しで得た前記静止画を解像度変換することにより、前記
動画データに画素数を合わせた前記フリーズ動画データを作成する
　ことを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項９】
　請求項１に記載のデジタルカメラにおいて、
　前記撮像制御部は、
　前記撮像部から減数読み出しを行った前記動画データを画素補間により画素数を増やし
、
　前記撮像部から高解像度読み出しで得た前記静止画を解像度変換することにより、前記
動画データに画素数を合わせた前記フリーズ動画データを作成する
　ことを特徴とするデジタルカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動画および静止画の撮影が可能なデジタルカメラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、動画と静止画の撮影が可能なデジタルカメラが知られている。
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　例えば、特許文献１のデジタルカメラは、レリーズ釦の半押しによって動画撮影を開始
し、半押し解除により動画撮影を終了して記録媒体に動画ファイルを保存する。
　また、特許文献１のデジタルカメラは、半押し状態から全押し状態に移行した場合には
、動画撮影を終了すると共に、静止画撮影を実施する。この場合、動画ファイルと静止画
ファイルとは、ファイル間の関連付けファイルと共に、記録媒体に記録保存される。
　専用の再生機器を用いれば、この関連付けファイルをデータ解釈することで動画ファイ
ルと静止画ファイルの関連性を識別し、両ファイルを順番に再生するといった再生動作が
可能になる。
【特許文献１】特開２００２－３００４４５号公報（段落００２０～００２４など）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、汎用の再生機器では、上述した関連付けファイルをデータ解釈することがで
きない。そのため、汎用の再生機器では、動画ファイルと静止画ファイルの関連性を活か
した再生動作は不可能となる。
　また、静止画ファイルの再生に対応しない、動画専用の再生機器にあっては、上述した
静止画ファイルを再生することさえも不可能となる。
【０００４】
　本発明の目的は、このような点に鑑みて、多様な再生環境にも確実かつ簡単に対応でき
る画像記録を実現したデジタルカメラを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
《１》
　本発明のデジタルカメラは、撮像部、撮像制御部、および画像処理部を備える。
　撮像部は、被写体像の撮像を行う。
　撮像制御部は、撮像部を制御して、静止画および静止画の撮像時点より先行もしくは後
続して撮像される動画データについて、撮像部から出力された画像の信号レベルに基づい
て静止画の露出値を設定し、静止画の露出値と同等の露出が得られるように動画データの
露出値を設定した上で、静止画および動画データを得る。
　画像処理部は、静止画を所定期間再生するフリーズ動画データを作成し、撮像制御部に
より得られた動画データとフリーズ動画データとを連結編集した単一の動画ファイルを作
成する。
【０００６】
《２》
　なお好ましくは、画像処理部は、所定の動画ファイル規格に準拠したデータ形式で、動
画ファイルを作成する。
《３》
　また好ましくは、本発明のデジタルカメラは、音声収集部、および音声処理部を備える
。
　音声収集部は、音声を収集して音声データを作成する。
　音声処理部は、音声収集部から、静止画の撮像時点を含む期間の音声データを取得し、
音声データをフリーズ動画データに同期再生可能に付加する。
【０００８】
《４》
　なお好ましくは、撮像制御部は、静止画の撮像時点に先行して撮像部を制御して動画デ
ータを生成する。画像処理部は、このように作成された動画データ／フリーズ動画データ
を、この順に再生されるよう連結編集して動画ファイルを生成する。
【０００９】
《５》
　また好ましくは、撮像制御部は、静止画の撮像時点に後続して撮像部を制御して動画デ
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ータを生成する。画像処理部は、このように生成されたフリーズ動画データ／動画データ
をこの順に再生されるよう連結編集して動画ファイルを生成する。
【００１０】
《６》
　なお好ましくは、本発明のデジタルカメラは、効果音声処理部を備える。
　効果音声処理部は、予め定められた効果音声データをフリーズ動画データと動画データ
との再生切り換え時点に同期再生するように、効果音声データを動画ファイルに付加する
。
【００１１】
《７》
　また好ましくは、本発明のデジタルカメラは、効果画像処理部を備える。
　効果画像処理部は、予め定められた切り換え効果用画像をフリーズ動画データと動画デ
ータとの再生切り換え時に挿入して再生するように、切り換え効果用画像を動画ファイル
に付加する。
【００１２】
《８》
　また好ましくは、撮像制御部は、撮像部から減数読み出しを行うことにより動画データ
を作成する。また、撮像制御部は、撮像部から高解像度読み出しで得た静止画を解像度変
換することにより、動画データに画素数を合わせたフリーズ動画データを作成する。
【００１３】
《９》
　なお好ましくは、撮像制御部は、撮像部から減数読み出しを行った動画データを画素補
間により画素数を増やす。また、撮像制御部は、撮像部から高解像度読み出しで得た静止
画を解像度変換することにより、動画データに画素数を合わせたフリーズ動画データを作
成する。
【発明の効果】
【００１４】
［１］
　本発明では、撮像部を制御して静止画および静止画の撮像時点に先行もしくは後続する
タイミングで、通常の動画撮影を実施し、動画データを生成する。このとき、撮像部から
出力された画像の信号レベルに基づいて静止画の露出値を設定し、静止画の露出値と同等
の露出が得られるように動画データの露出値を設定する。これにより、静止画と動画デー
タの明るさをほぼ一致させることが可能になる。
　また、本発明では、その静止画を所定期間再生する動画ファイル（フリーズ動画データ
）を作成する。このフリーズ動画データは、動画専用の再生機器において、通常の動画と
同様に再生することができる。したがって、動画専用の再生機器であっても、静止画を確
実かつ簡易に再生することが可能になる。
　さらに、本発明では、静止画データと、動画データとを連結編集することにより、１つ
の動画ファイルにまとめる。この連結された動画ファイルであれば、特許文献１の関連付
けファイルを必要とせずに、通常の再生機器を用いて動画と静止画の関連付け再生を実現
できる。
【００１５】
［２］
　なお、動画ファイルは、所定の動画ファイル規格に準拠したデータ形式にすることが好
ましい。この場合、この動画ファイル規格に準拠した汎用の動画再生機器を使用して、静
止画を確実かつ簡易に再生することが可能になる。
【００１７】
［３］
　また、本発明では、フリーズ動画データの同期再生用の音声として、静止画撮像時の音
声データをフリーズ動画データに付加することが好ましい。このフリーズ動画データによ
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り、静止画と、静止画撮像時の音声とを一緒に再生することが可能になり、より臨場感に
溢れた静止画鑑賞が可能になる。
［４］
　なお、静止画の撮像時点に先行するタイミングで、通常の動画撮影を実施し、動画デー
タを生成してもよい。このとき、先行する動画データから後続して撮像されるフリーズ動
画データの順に再生されるよう連結編集することによって、１つの動画ファイルにまとめ
ることが好ましい。
　この連結された動画ファイルであれば、特許文献１の関連付けファイルを必要とせずに
、通常の再生機器を用いて動画と静止画の関連付け再生を実現できる。
【００１８】
［５］
　また、静止画の撮像時点に後続するタイミングで、通常の動画撮影を実施し、動画デー
タを生成してもよい。このとき、先行する静止画データから後続して撮像される動画デー
タの順に再生されるよう連結編集することにより、１つの動画ファイルにまとめることが
好ましい。
　この動画ファイルは、特許文献１の関連付けファイルを必要とせずに、通常の再生機器
を使用して、静止画と動画との関連付け再生が実現する。
【００１９】
［６］
　なお、本発明では、フリーズ動画データと動画データとの再生切り換え箇所に、効果音
声データを付加することが好ましい。このような音声付加により、動画再生中における静
から動への切り換え、あるいは動から静への切り換えを明確に印象付けるなど、演出効果
を付加した動画ファイルを作成することができる。
【００２０】
［７］
　また、本発明では、フリーズ動画データと動画データとの再生切り換え箇所に、切り換
え効果用画像を挿入することが好ましい。このような画像挿入により、動画再生中におけ
る静から動への切り換え、あるいは動から静への切り換えを明確に印象付けるなど、演出
効果を付加した動画ファイルを作成することができる。
【００２１】
［８］
　ところで、通常の動画データと、フリーズ動画データの解像度が異なっている場合、両
データの再生にあたって表示解像度の切り換えが頻繁に生じてしまう。この表示解像度の
切り換えにより、動画からフリーズ動画、またはフリーズ動画から動画への円滑な変化が
阻害される。
　そこで、本発明では、撮像部から減数読み出しを行うことにより動画データを作成する
一方、高解像度読み出しで得た静止画を解像度変換してフリーズ動画データを作成するこ
とが好ましい。このような処理により、両データの表示解像度を近づけ、表示解像度の切
り換えを回避または目立たなくすることができる。
【００２２】
［９］
　また、撮像部から減数読み出しを行った動画データを画素補間により画素数を増やす一
方、高解像度読み出しで得た静止画を解像度変換することも好ましい。このような処理に
よっても、両データの表示解像度を近づけ、表示解像度の切り換えを回避または目立たな
くすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
《第１実施形態》
　　［第１実施形態の構成説明］
　図１は、第１実施形態の構成を示すブロック図である。



(6) JP 4552631 B2 2010.9.29

10

20

30

40

50

　図１において、デジタルカメラ１１には、撮影レンズ１２が装着される。この撮影レン
ズ１２の像空間には、撮像素子１３の受光面が配置される。この撮像素子１３は、タイミ
ングジェネレータ２２ｂの出力パルスによって撮像動作が制御される。
【００２４】
　この撮像素子１３から出力される画像データは、Ａ／Ｄ変換部１５および信号処理部１
６を介して、バッファメモリ１７に一時記憶される。
　このバッファメモリ１７は、バス１８に接続される。このバス１８には、画像処理部１
９、カードインターフェース２０、マイクロプロセッサ２２、圧縮伸張部２３、画像表示
部２４、赤目軽減発光部３０、閃光発光部３１、および音声処理部３２が接続される。
【００２５】
　この内、カードインターフェース２０は、着脱自在なメモリカード２１に対してデータ
の読み書きを行う。
　また、マイクロプロセッサ２２には、スイッチ群２２ａ、レリーズ釦２２ｃ、および姿
勢センサ２２ｄから信号が入力される。このスイッチ群２２ａには、メニュー釦、モード
操作釦、マルチセレクタ釦、コマンドダイヤルなどが含まれる。
　さらに、画像表示部２４は、デジタルカメラ１１の背面に設けられたモニタ画面２５に
画像を表示する。
　また、音声処理部３２にはマイク３３が接続される。
【００２６】
　　［第１実施形態の動作説明］
　第１実施形態は、次のような動作上の特徴を備える。
（１）レリーズ釦２２ｃの半押しによる動画バッファリング
（２）半押し解除による動画バッファリングの削除
（３）レリーズ釦２２ｃの全押しによる動画バッファリングの完了
（４）静止画からフリーズ動画データの作成
（５）カメラ姿勢に対応したフリーズ動画データの画像回転処理
（６）動画データとフリーズ動画データのマージ処理
【００２７】
　図２は、これらの動作を説明する流れ図である。以下、図２に示すステップ番号に沿っ
て、これらの動作を説明する。
　まず、デジタルカメラ１１の主電源が投入されると、マイクロプロセッサ２２は、所定
の初期設定を経た後、ステップＳ１に動作を移行する。
【００２８】
ステップＳ１：　マイクロプロセッサ２２は、まず、バッファメモリ１７内のメモリ領域
を開放する。この動作により、バッファメモリ１７に過去蓄積された動画バッファリング
は削除される。
【００２９】
ステップＳ２：　デジタルカメラ１１は、モニタ画面２５に撮像画像（動画）をほぼリア
ルタイムに表示する。この場合、滑らかな動画表示を実現するため、撮像素子１３の読み
出しライン数を減数することによって高フレームレート（例えば３０フレーム／秒）のＶ
ＧＡ画像を継続的に読み出す（いわゆるドラフトモード）。
　マイクロプロセッサ２２は、測光処理の結果（例えばＶＧＡ画像の信号レベル）に基づ
いて、このドラフトモード時の露出設定を行う。
【００３０】
ステップＳ３：　さらに、マイクロプロセッサ２２は、ドラフトモード用の焦点制御（例
えばＶＧＡ画像によるコントラスト山登りＡＦ）を行う。なお、ここでは、ユーザーによ
る構図変更などにも焦点制御が十分追従するよう、合焦精度の粗い高速な焦点制御が実施
される。
【００３１】
ステップＳ４：　マイクロプロセッサ２２は、タイミングジェネレータ２２ｂを介して、
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撮像素子１３をドラフトモードで順次駆動し、ＶＧＡ画像を次々に撮像する。
【００３２】
ステップＳ５：　このように読み出されたＶＧＡ画像は、画像表示部２４によって、モニ
タ画面２５にモニタ表示される。
【００３３】
ステップＳ６：　マイクロプロセッサ２２は、このモニタ表示に並行して、レリーズ釦２
２ｃの半押し操作を監視する。
　ここで、半押し操作を検出しない場合、マイクロプロセッサ２２はステップＳ２に動作
を戻す。
　一方、半押し操作（第１開始信号の入力）を検出すると、マイクロプロセッサ２２はス
テップＳ７に動作を移行する。
【００３４】
ステップＳ７：　この半押し期間への移行に対応し、マイクロプロセッサ２２は、静止画
撮影（レリーズ全押し）に備えて、静止画撮影用の高精度な焦点制御を実施する。
【００３５】
ステップＳ８：　さらに、マイクロプロセッサ２２は、測光処理の結果（例えばＶＧＡ画
像の信号レベル）に基づいて、静止画撮影用の露出値（絞り値、電荷蓄積時間、撮像感度
）を決定する。
　なお、この静止画撮影の露出値と同等な露出が得られるよう、マイクロプロセッサ２２
は動画撮影の露出設定も行う。すなわち、マイクロプロセッサ２２は、動画撮影の電荷蓄
積時間１／３０秒の条件で、静止画撮影と同等の露出結果が得られるように絞り値を決定
する。このとき、開放絞りにしても露出が不足する場合は、撮像感度の設定（Ａ／Ｄ変換
部１５のゲイン）を上げることで露出不足を補う。一方、最小絞りであっても露出過多と
なる場合には、電荷蓄積時間を１／１００秒に短縮するなどの設定が行われる。
【００３６】
ステップＳ９：　マイクロプロセッサ２２は、タイミングジェネレータ２２ｂを介して、
撮像素子１３をドラフトモードで順次駆動し、ＶＧＡ画像の撮像を継続する。
【００３７】
ステップＳ１０：　マイクロプロセッサ２２は、ＡＦ処理（ステップＳ７）およびＡＥ処
理（ステップＳ８）の完了後、ＶＧＡ画像の動画バッファリング（バッファメモリ１７に
動画フレームとして蓄積すること）を開始する。
　なお、動画撮影の上限時間（例えば３秒間）を超えた場合、マイクロプロセッサ２２は
、古い動画フレームから順に消去する。この動作により、バッファメモリ１７中には、上
限時間以下の最新の動画フレームが保持される。
【００３８】
ステップＳ１１：　画像表示部２４は、このＶＧＡ画像を、モニタ画面２５に順次表示す
る。
【００３９】
ステップＳ１２：　このような動画バッファリング中に、レリーズ釦２２ｃの半押し操作
が解除されると（第１開始信号の解除）、マイクロプロセッサ２２はステップＳ１に動作
を戻す。このステップＳ１では、バッファメモリ１７内の動画バッファリングは記録保存
されることなく削除される。この動画バッファリングの削除後、マイクロプロセッサ２２
は、ステップＳ２以降の半押し前の動作を再開する。
　一方、レリーズ釦２２ｃの半押し操作が継続中の場合、マイクロプロセッサ２２は、ス
テップＳ１３に動作を移行する。
【００４０】
ステップＳ１３：　ここで、マイクロプロセッサ２２は、レリーズ釦２２ｃが全押しされ
たか否かを判定する。
　もし、全押し操作（第２開始信号の入力）を検出した場合、マイクロプロセッサ２２は
ステップＳ１４に動作を移行する。
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　一方、全押し操作を検出しない場合、マイクロプロセッサ２２はステップＳ９に動作を
戻す。
【００４１】
ステップＳ１４：　マイクロプロセッサ２２は、静止画撮影用の露出値を用いて、静止画
の露光動作を実施する。このように、動画撮影（ステップＳ９）と静止画撮影（ステップ
Ｓ１４）の露出条件を揃えることにより、動画と静止画の明るさをほぼ一致させることが
可能になる。
　続いて、マイクロプロセッサ２２は、タイミングジェネレータ２２ｂを介して、撮像素
子１３を全画素読み出しモードで順次駆動し、高解像度の静止画を読み出す。この静止画
は、Ａ／Ｄ変換部１５でデジタル化された後、信号処理部１６において欠陥画素補正や階
調補正などの処理が施される。
　その後、静止画はバッファメモリ１７に一旦蓄積され、画像処理部１９によって、色補
間、色補正、ノイズ除去、および輪郭強調などの画像処理が施される。圧縮伸張部２３は
、処理済みの静止画を画像圧縮する。
　なお、画像処理部１９は、赤目の検出箇所に対して自動赤目軽減の信号処置を実施して
もよい。さらに、画像処理部１９は、静止画の階調を分析して、露光量の少ない画像領域
を明るくするように階調補正を実施してもよい。
　このように静止画のみに種々の画像処理が行うことにより、画質劣化の目立ちやすい静
止画を特に高画質化する。さらに、動画に対する画像処理を省略することによって全体の
処理時間短縮を可能にしている。
【００４２】
ステップＳ１５：　メモリカード２１内には、図３［Ｂ］に示すように、静止画を格納す
るための静止画用フォルダが設けられる。カードインターフェース２０は、画像圧縮され
た静止画ファイルを、この静止画フォルダの階層下に記録する。
【００４３】
ステップＳ１６：　画像処理部１９は、バッファメモリ１７内の静止画をＶＧＡサイズに
解像度変換する。
【００４４】
ステップＳ１７：　マイクロプロセッサ２２は、姿勢センサ２２ｄの出力から静止画撮影
時のカメラ姿勢を検出する。
　ここで、静止画が横位置撮影の場合、マイクロプロセッサ２２は、図４［Ａ］に示すよ
うに、ＶＧＡサイズに解像度変換された静止画をそのまま採用する。
　一方、静止画が縦位置撮影の場合、画像処理部１９は、図４［Ｂ］に示すように
ＶＧＡサイズ『横６４０画素×縦４８０画素』の画像データを回転する。このとき、回転
変換後の長辺が、回転変換前の短辺以下の画素数となるように、解像度変換も併せて施さ
れ、『横３６０画素×縦４８０画素』の画像データを得る。さらに、画像処理部１９は、
回転変換前のアスペクト比を維持するよう、回転変換後の画像の枠外に所定画像（余白を
示す画像など）を付加し、『横６４０画素×縦４８０画素』の画像を得る。
【００４５】
ステップＳ１８：　マイクロプロセッサ２２は、ステップＳ１７の処理を経たＶＧＡ静止
画を、動画フレームとして３秒間再生するフリーズ動画データを作成する。
　例えば、ＭｏｔｉｏｎＪＰＥＧのフリーズ動画データであれば、ＶＧＡ静止画の圧縮デ
ータを複製して、複数の動画フレームに順次格納すればよい。また、ＭＰＥＧ規格のフリ
ーズ動画データであれば、ＶＧＡ静止画の圧縮データを複製して複数のＩピクチャーに格
納し、中間のＰピクチャーやＢピクチャーには、フレーム間予測差ゼロを示す情報を格納
すればよい。
【００４６】
ステップＳ１９：　マイクロプロセッサ２２は、バッファメモリ１７内の動画データのヘ
ッダ用の情報としてＶＧＡ静止画を格納する。この情報はバッファ内の画像データをＭＰ
ＥＧなどの所定の動画ファイル規格にエンコードした際に、サムネイルなどのヘッダー情
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報もしくは、動画再生におけるいわゆるキャプチャーメニュー用に使用されるものである
。
　なお、動画の再生装置（あるいは再生プログラム）では、動画１フレーム目の画像をサ
ムネイル画像として表示するソフトもある。そこで、ＶＧＡ静止画を動画１フレーム目に
格納してもよい。この場合、動画再生時にこのＶＧＡ静止画が瞬間的（例えば１／３０秒
）に再生されるが、僅かな時間のため動画鑑賞に支障は少ない。
　これらの処理により、動画データを後で取り扱う場合や、デジタルカメラで再生する場
合に、希望するデータが探しやすいという利点がある。さらに、静止画と動画を別々に記
録する場合に比べて、両データの関連付け情報が不要になるなどの利点がある。
【００４７】
ステップＳ２０：　マイクロプロセッサ２２は、バッファメモリ１７内の動画データの最
終フレームに続けて、ステップＳ１８で作成したフリーズ動画データを連結編集する。
【００４８】
ステップＳ２１：　圧縮伸張部２３は、バッファメモリ１７内の編集済みの動画データに
対して、モーションＪＰＥＧ、ＭＰＥＧ２、ＭＰＥＧ４、Ｈ２６４その他のエンコード処
理を施し、動画ファイルを生成する。メモリカード２１内には、図３［Ａ］に示すように
、この動画ファイル用のフォルダが設けられる。カードインターフェース２０は、エンコ
ード済みの動画ファイルを、このフォルダの階層下に記録する。
　なお、図５に示すように、マイクロプロセッサ２２は、メモリカード２１内に、一連の
編集済み動画データを１つに纏めた動画ファイルを作成してもよい。この動画ファイルは
、メモリカード２１内に先行して記録済みの動画ファイルに対して、最新の動画ファイル
を日付表示などと共に逐次連結することによって作成される。
【００４９】
ステップＳ２２：　マイクロプロセッサ２２は、上述した記録処理を完了すると、ステッ
プＳ１に動作を戻し、次回の撮影処理に備える。なお、デジタルカメラ１１の主電源がオ
フされた場合には、記録処理の完了を待って動作を終了する。
【００５０】
　　［第１実施形態の効果など］
　上述したように、第１実施形態では、静止画を所定期間再生するフリーズ動画データを
作成する。このフリーズ動画データであれば、動画専用の再生機器であっても、通常の動
画と同様に再生することができる。
【００５１】
　さらに、第１実施形態では、レリーズ全押し前の動画データと、フリーズ動画データを
連結して動画ファイルを生成する。この動画ファイルを再生することにより、レリーズ全
押し前の動画と、静止画（フリーズ動画）とを、一度に連続再生することができる。その
結果、この動画部分と静止画部分とを別々に探して再生するなどの手間が要らず、使い勝
手のよいデジタルカメラが実現する。また、この動画と静止画とが単一の動画ファイルに
纏まることから、メモリカード２１内のファイル整理も容易になる。
【００５２】
　また、半押し解除によって動画バッファリングも解除されるため、不要な動画データを
簡単に廃棄し、動画記録のやり直しを何度でも簡単に実施することができる。
【００５３】
　さらに、第１実施形態では、静止画撮影用のＡＥ動作およびＡＦ動作を完了した後に、
動画バッファリングを開始する。したがって、動画データとフリーズ動画データの明るさ
を揃えることが可能となる。その結果、動画ファイルの再生時において、動画と静止画の
切り換え箇所で明るさ変化が目立つことがなく、自然な印象を与えることができる。
【００５４】
　また、第１実施形態では、ドラフトモードの動画データの画面サイズ（縦横画素数）に
合わせて、フリーズ動画データを解像度変換する。この解像度変換を施すことにより、動
画データとフリーズ動画データの再生切り換え箇所において表示解像度は変化しなくなる
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。その結果、動画からフリーズ動画への円滑な再生切り換えが実現する。
【００５５】
　なお、第１実施形態では、撮影姿勢に合わせてＶＧＡ静止画を回転変換し、その回転変
換後のＶＧＡ静止画を動画フレームに複製して格納することによって、フリーズ動画デー
タを作成する。この場合、ＶＧＡ静止画の回転変換は記録時に１回のみで済み、再生装置
側で動画フレームを１つずつ回転変換するよりも、処理コストが軽くなるという長所があ
る。
【００５６】
　また、第１実施形態では、この回転変換に際して、ＶＧＡサイズへの調整も行われる。
したがって、再生装置側では、横位置／縦位置の表示切り換えに際して、特別なアスペク
ト変換処理や表示解像度の切り換えの必要がなく、円滑な表示切り替えが可能になる。
【００５７】
　なお、図５に示すように、デジタルカメラ１１内では、一連の動画ファイルを１つに纏
めて作成することもできる。この動画ファイルであれば、汎用の動画再生機器において、
動画データおよびフリーズ動画データを順次に切り換えて再生することができる。そのた
め、専用の再生環境が不要であり、知人への譲渡などに適した汎用性の高い動画ファイル
を作成できる。
【００５８】
　さらに、図５に示す一連の動画ファイルでは、汎用の動画再生機器を使用して、ＶＧＡ
静止画を選択肢として並べたキャプチャーメニューを表示することができる。このキャプ
チャーメニューの操作により、所望の画像に即座にアクセスすることが可能になる。
　次に、別の実施形態について説明する。
【００５９】
《第２実施形態》
　第２実施形態の構成は、第１実施形態（図１）と同じため、ここでの説明を省略する。
　第２実施形態の特徴は、動画データおよびフリーズ動画データの他に、音声や切り換え
効果用画像を付加する点である。
　図６は、第２実施形態の動作を説明する流れ図である。以下、図６に示すステップ番号
に沿って、これらの動作を説明する。
【００６０】
ステップＳ１２０～Ｓ１３１：　第１実施形態のステップＳ１～Ｓ１１と同じ処理。
【００６１】
ステップＳ１３２：　音声処理部３２は、動画バッファリングと同時並行して、マイク３
３から音声データ（以下『第１音声データ』という）を取得してバッファメモリ１７に蓄
積し、動画データの同期再生音とする。
【００６２】
ステップＳ１３３～Ｓ１３４：　第１実施形態のステップＳ１２～１３と同じ処理。
【００６３】
ステップＳ１３５：　音声処理部３２は、レリーズ釦２２ｃの全押し操作時点から３秒間
にわたって、マイク３３から音声データ（以下『第２音声データ』という）を取得し、バ
ッファメモリ１７に蓄積する。
【００６４】
ステップＳ１３６～Ｓ１４１：　第１実施形態のステップＳ１４～Ｓ１９と同じ処理。
【００６５】
ステップＳ１４２：　マイクロプロセッサ２２は、バッファメモリ１７内の動画データの
最終フレームに対して、所定の切り換え効果用画像、およびフリーズ動画データを連結す
る。
【００６６】
ステップＳ１４３：　マイクロプロセッサ２２は、切り換え効果用画像およびフリーズ動
画データの同期再生音として、所定の効果音データおよび第２音声データをそれぞれ付加



(11) JP 4552631 B2 2010.9.29

10

20

30

40

50

する。
【００６７】
ステップＳ１４４～Ｓ１４５：　第１実施形態のステップＳ２１～Ｓ２２と同じ処理。
【００６８】
　　［第２実施形態の効果など］
　以上説明したように、第２実施形態では第１実施形態と同様の効果を得ることができる
。
　さらに、第２実施形態では、フリーズ動画データに、静止画の撮像時点を含む期間の第
２音声データを同期再生音として付加する。その結果、フリーズ動画データの再生時に、
その撮像時点の音声を再生することが可能になり、フリーズ動画データの臨場感を一段と
高めることができる。
【００６９】
　また、第２実施形態では、動画とフリーズ動画（静止画）との切り換え箇所に、特殊効
果（効果音声データおよび切り換え効果用画像）を付加する。例えば、デジタルカメラ１
１では、下記の特殊効果を選択的に付加することが好ましい。
（１）シャッタ音を模擬した音声
（２）シャッタの開閉を模した切り換え効果用画像
（３）静止画を閃光撮影した場合には、バルブ球の燃焼音や爆発音
（４）静止画を閃光撮影した場合には、バルブ球の煙を模した切り換え効果用画像
【００７０】
　なお、フリーズ動画データの同期再生音が無い場合や短い場合には、効果音声データを
長めに設定してフリーズ動画データと同期再生することで、フリーズ動画データの印象を
強めることが好ましい。
　このような特殊効果により、動画データとフリーズ動画データとの切り換え箇所におけ
る動から静への変化を効果的に演出することができる。
【００７１】
　なお、音声データの最初と最後は、いきなり音が始まったり切れたりしないように、音
声データにフェードイン処理やフェードアウト処理を施すことが好ましい。
　さらに、第２音声データは、フリーズ動画の再生時間に一致させず、全押し操作から１
秒程度に短縮してもよい。この場合には、撮影後にカメラが直ぐにカバンにしまわれた場
合などの雑音が録音されることはない。
　次に、別の実施形態について説明する。
【００７２】
《第３実施形態》
　第３実施形態の構成は、第１実施形態（図１）と同じため、ここでの説明を省略する。
　第３実施形態の特徴は、フリーズ動画データ、動画データの順番に連結された動画ファ
イルを生成する点である。
　図７は、第３実施形態の動作を説明する流れ図である。以下、図７に示すステップ番号
に沿って、これらの動作を説明する。
【００７３】
ステップＳ３０１：　第１実施形態のステップＳ１と同じ処理。
【００７４】
ステップＳ３０２：　静止画撮影に先立って、音声処理部３２は、マイク３３から音声デ
ータ（以下『第２音声データ』という）を取得し、バッファメモリ１７に蓄積する。音声
処理部３２は、この第２音声データの内、３秒を超える過去の音声データを順次廃棄する
。
【００７５】
ステップＳ３０３～Ｓ３１０：　第１実施形態のステップＳ２～Ｓ９と同じ処理。
【００７６】
ステップＳ３１１：　第１実施形態のステップＳ１１と同じ処理
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【００７７】
ステップＳ３１２：　このような半押し操作後に、レリーズ釦２２ｃの半押し操作が解除
されると、マイクロプロセッサ２２はステップＳ３０２に動作を戻す。
　一方、レリーズ釦２２ｃの半押し操作が継続中の場合、マイクロプロセッサ２２は、ス
テップＳ３１３に動作を移行する。
【００７８】
ステップＳ３１３：　ここで、マイクロプロセッサ２２は、レリーズ釦２２ｃが全押しさ
れたか否かを判定する。
　もし、全押し操作を検出した場合、マイクロプロセッサ２２はステップＳ３１４に動作
を移行する。
　一方、全押し操作を検出しない場合、マイクロプロセッサ２２はステップＳ３１０に動
作を戻す。
【００７９】
ステップＳ３１４：　第１実施形態のステップＳ１４と同じ処理。
【００８０】
ステップＳ３１５：　マイクロプロセッサ２２は、第２音声データの蓄積動作を停止する
。
【００８１】
ステップＳ３１６：　マイクロプロセッサ２２は、タイミングジェネレータ２２ｂを介し
て、撮像素子１３をドラフトモードで順次駆動し、３秒間分のＶＧＡサイズの動画データ
をバッファメモリ１７に蓄積する。音声処理部３２は、この３秒間の動画撮影期間中、マ
イク３３から音声データ（以下『第１音声データ』という）を取得し、動画データの同期
再生音としてバッファメモリ１７に蓄積する。
【００８２】
ステップＳ３１７～Ｓ３２０：　第１実施形態のステップＳ１５～Ｓ１８と同じ処理。
【００８３】
ステップＳ３２１：　マイクロプロセッサ２２は、バッファメモリ１７内のフリーズ動画
データの最終フレームに続けて、所定の切り換え効果用画像、およびステップＳ３１６で
作成した動画データを連結編集する。
【００８４】
ステップＳ３２２：　マイクロプロセッサ２２は、フリーズ動画データ、および切り換え
効果用画像の同期再生音として、第２音声データおよび所定の効果音データを付加する。
【００８５】
ステップＳ３２３～Ｓ３２４：　第１実施形態のステップＳ２１～Ｓ２２と同じ処理。
【００８６】
　　［第３実施形態の効果など］
　以上説明したように、第３実施形態では第１実施形態と同様の効果を得ることができる
。
　さらに、第３実施形態では、フリーズ動画（静止画）と動画の切り換え箇所に、特殊効
果（効果音声データおよび切り換え効果用画像）を付加する。例えば、デジタルカメラ１
１では、下記の特殊効果を選択的に付加することが好ましい。
（１）『スタート！』などの動画スタートを印象付ける音声
（２）映画のカチンコの開閉動作を模した切り換え効果用画像
（３）静止画を閃光撮影した場合には、バルブ球の燃焼音や爆発音
（４）静止画を閃光撮影した場合には、バルブ球の煙を模した切り換え効果用画像
　このような特殊効果により、静から動への変化を効果的に演出することができる。
　次に、別の実施形態について説明する。
【００８７】
《第４実施形態》
　第４実施形態の構成は、第１実施形態（図１）と同じため、ここでの説明を省略する。
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　第４実施形態の特徴は、複数のフリーズ動画データを連結して、スライド自動再生用の
動画ファイルを生成する点である。
　図８は、第４実施形態の動作を説明する流れ図である。以下、図８に示すステップ番号
に沿って、これらの動作を説明する。
【００８８】
ステップＳ４０１～Ｓ４０９：　第１実施形態のステップＳ１～Ｓ９と同じ処理。
【００８９】
ステップＳ４１０～Ｓ４１７：　第１実施形態のステップＳ１１～Ｓ１８と同じ処理。
【００９０】
ステップＳ４１８：　マイクロプロセッサ２２は、フリーズ動画データに、元の静止画フ
ァイル特定用の識別情報を付加する。
【００９１】
ステップＳ４１９：　マイクロプロセッサ２２は、前回撮影した静止画ファイルと、最新
の静止画ファイルとについて、撮影日付を比較する。
　両ファイルの撮影日付が異なっている場合、マイクロプロセッサ２２は、撮影日付の変
わり目と判断して、ステップＳ４２０に動作を移行する。
　一方、両ファイルの撮影日付が同じ場合、マイクロプロセッサ２２は、ステップＳ４２
１に動作を移行する。
【００９２】
ステップＳ４２０：　マイクロプロセッサ２２は、日付の情報表示を含む画像を生成し、
フリーズ動画データの先頭フレームとして追加する。
【００９３】
ステップＳ４２１：　マイクロプロセッサ２２は、メモリカード２１内のスライド自動再
生用の動画ファイル（過去のフリーズ動画データを連結したもの）に対して、最新のフリ
ーズ動画データを連結編集する。
【００９４】
ステップＳ４２２：　マイクロプロセッサ２２は、ステップＳ４１６で作成したＶＧＡ静
止画を、このスライド自動再生用の動画ファイルのキャプチャーメニュー用として追加す
る。
【００９５】
ステップＳ４２３：　マイクロプロセッサ２２は、上述した記録処理を完了すると、ステ
ップＳ４０１に動作を戻し、次回の撮影処理に備える。なお、デジタルカメラ１１の主電
源がオフされた場合には、記録処理の完了を待って動作を終了する。
【００９６】
　　［第４実施形態の効果など］
　以上説明したように、第４実施形態では、フリーズ動画データを連結した動画ファイル
を作成する。この動画ファイルは、再生機器において通常の動画と同様に再生することに
よって、スライド自動再生を確実かつ簡単に実現することができる。
【００９７】
　また、第４実施形態では、ＶＧＡ静止画を動画ファイルのキャプチャーメニュー用とし
て追加する。したがって、ユーザーは、再生機器のチャプターメニュー機能を使用して、
所望のＶＧＡ静止画を選択することが可能となる。その結果、所望のフリーズ動画データ
からスライド自動再生を開始することが可能になる。
【００９８】
　なお、第４実施形態において、撮影日付の変わり目にあたるＶＧＡ静止画のみをキャプ
チャーメニュー用として追加してもよい。この場合、再生機器のチャプターメニュー機能
を使用して、所望の撮影日付の画像からスライド自動再生を開始することが可能になる。
【００９９】
　さらに、第４実施形態では、動画ファイルの撮影日付の変わり目に、日付表示を挿入す
る。その結果、スライド自動再生中に、撮影日付の切り変わる箇所を日付表示によって確
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認することができる。
【０１００】
　また、第４実施形態では、動画ファイル内のフリーズ動画データごとに、作成元の静止
画ファイルを特定するための識別情報を格納する。したがって、再生機器側の機能を用い
て、スライド自動再生中に、この識別情報を辿って作成元の静止画ファイルの高精細表示
に切り換えるなどの機能を容易に実現できる。
　次に、別の実施形態について説明する。
【０１０１】
《第５実施形態》
　第５実施形態の構成は、第１実施形態（図１）と同じため、ここでの説明を省略する。
　第５実施形態の特徴は、デジタルカメラ１１のフレーミング安定を契機にして、動画バ
ッファリングを実施する点である。
　図９は、第５実施形態の動作を説明する流れ図である。以下、図９に示すステップ番号
に沿って、これらの動作を説明する。
【０１０２】
ステップＳ３１～Ｓ３５：　第１実施形態のステップＳ１～Ｓ５と同じ処理。
【０１０３】
ステップＳ３６：　マイクロプロセッサ２２は、ＶＧＡ画像のフレーム間について画素差
を求め、その画素差の絶対値について総和を求める。
　この総和が閾値未満の場合、マイクロプロセッサ２２は、フレーミングが安定している
と判別し（第１開始信号の入力）、ステップＳ３７に動作を移行する。
　また、総和が閾値以上の場合、マイクロプロセッサ２２は、フレーミングが不安定であ
ると判別し、ステップＳ３２に動作を戻す。
　なお、フレーミング安定の判定については、ＶＧＡ画像を例えば２５５ブロックに分割
してブロックごとに平均輝度を求め、この平均輝度のフレーム間変化からフレーミング安
定を判定してもよい。または被写体に公知の顔認識技術により人物の顔が検出された場合
には、被写体の顔の動きならびに顔の大きさ変化からフレーミング安定を判定してもよい
。
【０１０４】
ステップＳ３７～Ｓ４１：　第１実施形態のステップＳ７～Ｓ１１と同じ処理。
【０１０５】
ステップＳ４２：　ここで、マイクロプロセッサ２２は、レリーズ釦２２ｃが全押しされ
たか否かを判定する。
　もし、全押し操作を検出した場合、マイクロプロセッサ２２はステップＳ４４に動作を
移行する。
　一方、全押し操作を検出しない場合、マイクロプロセッサ２２はステップＳ４３に動作
を戻し、動画バッファリングを継続する。
【０１０６】
ステップＳ４３：　マイクロプロセッサ２２は、動画バッファリング中もフレーミングの
安定判別を継続する。
　その結果、フレーミングが安定している場合、マイクロプロセッサ２２は、ステップＳ
３９に動作を戻し、動画バッファリングを続ける。
　一方、フレーミングが不安定になった場合（第１開始信号の解除）、マイクロプロセッ
サ２２は、ステップＳ３１に動作を戻す。この場合、バッファメモリ１７内の動画バッフ
ァリングは記録保存されることなく削除される。この削除動作の後、マイクロプロセッサ
２２は、ステップＳ３２以降の動作を再開する。
【０１０７】
ステップＳ４４～Ｓ５２：　第１実施形態のステップＳ１４～Ｓ２２と同じ処理。
【０１０８】
　　［第５実施形態の効果など］
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　以上説明したように、第５実施形態では、フレーミング安定を契機にして動画バッファ
リングを開始し、フレーミングが不安定になると動画バッファリングを記録せずに削除す
る。この機能により、レリーズ釦２２ｃの半押し操作が苦手なユーザーであっても、動画
バッファリングの開始操作および解除操作を簡単に実施することができる。
【０１０９】
　なお、第５実施形態では、『半押し期間中』かつ『フレーミング安定』という条件を満
足する場合に限って動画バッファリングを実施してもよい。
　また、第５実施形態では被写体の変化の有無で動画の取り込みを開始したが、例えば、
照明機能付きのデジタルカメラ（カメラ付き携帯電話など）であれば、照明機能のオン動
作に連動して、動画の取り込みを開始してもよい。
　次に、別の実施形態について説明する。
【０１１０】
《第６実施形態》
　第６実施形態の構成は、第１実施形態（図１）と同じため、ここでの説明を省略する。
　第６実施形態の特徴は、セルフタイマを契機にして、動画バッファリングを実施する点
である。
　図１０は、第６実施形態の動作を説明する流れ図である。以下、図１０に示すステップ
番号に沿って、これらの動作を説明する。
【０１１１】
ステップＳ６１～Ｓ６５：　第１実施形態のステップＳ１～Ｓ５と同じ処理。
【０１１２】
ステップＳ６６：　マイクロプロセッサ２２は、スイッチ群２２ａがセルフタイマモード
に設定された状態で、レリーズ釦２２ｃが押されると、セルフタイマが起動されたと判断
する。
　このようにセルフタイマの起動を検出すると（第１開始信号の入力）、マイクロプロセ
ッサ２２はステップＳ６７に動作を移行する。
　一方、セルフタイマの起動を検出しない場合、マイクロプロセッサ２２はステップＳ６
２に動作を戻す。
【０１１３】
ステップＳ６７～Ｓ７１：　第１実施形態のステップＳ７～Ｓ１１と同じ処理。
【０１１４】
ステップＳ７２：　マイクロプロセッサ２２は、スイッチ群２２ａがセルフタイマモード
以外に設定されると、セルフタイマが解除されたと判断する。
　一方、セルフタイマが解除された場合（第１開始信号の解除）、マイクロプロセッサ２
２は、ステップＳ６１に動作を戻す。この場合、バッファメモリ１７内の動画バッファリ
ングは記録保存されることなく削除される。この削除動作の後、マイクロプロセッサ２２
は、ステップＳ６２以降の動作を再開する。
　一方、セルフタイマが継続中の場合、マイクロプロセッサ２２は、ステップＳ７３に動
作を移行する。
【０１１５】
ステップＳ７３：　ここで、マイクロプロセッサ２２は、セルフタイマの設定時間が経過
したか否かを判断する。
　セルフタイマの設定時間が経過した場合（第２開始信号の入力）、マイクロプロセッサ
２２は、ステップＳ７４に動作を移行する。
　一方、セルフタイマの設定時間が経過していない場合、マイクロプロセッサ２２は、ス
テップＳ６９に、セルフタイマ期間中の動画バッファリングを継続する。
【０１１６】
ステップＳ７４～Ｓ８２：　第１実施形態のステップＳ１４～Ｓ２２と同じ処理。
【０１１７】
　　［第６実施形態の効果など］



(16) JP 4552631 B2 2010.9.29

10

20

30

40

50

　以上説明したように、第６実施形態では、セルフタイマの経時期間中、動画バッファリ
ングを実施する。この場合、セルフタイマによる静止画撮影の直前に、デジタルカメラの
前で繰り広げられる様々なドラマを、動画として保存記録することが可能になる。
　また、セルフタイマの途中解除と共に、動画バッファリングを削除するため、不要の動
画がメモリカード２１内に蓄積されるといった事態を回避することができる。
　次に、別の実施形態について説明する。
【０１１８】
《第７実施形態》
　第７実施形態の構成は、第１実施形態（図１）と同じため、ここでの説明を省略する。
　第７実施形態の特徴は、被写体輝度に応じて動画記録をオンオフ制御する点である。
　図１１は、第７実施形態の動作を説明する流れ図である。以下、図１１に示すステップ
番号に沿って、これらの動作を説明する。
【０１１９】
ステップＳ９１～Ｓ９８：　第１実施形態のステップＳ１～Ｓ８と同じ処理。
【０１２０】
ステップＳ９９：　マイクロプロセッサ２２は、ＶＧＡ画像の明るさ（すなわち被写体輝
度）が、第１閾値より高いか否かを判定する。この第１閾値は、被写体輝度が動画撮影に
適しているか否かを判別する閾値である。
　被写体輝度が第１閾値より高い場合、マイクロプロセッサ２２は、動画撮影に適してい
ると判断し、ステップＳ１０１に動作を移行する。
　一方、被写体輝度が第１閾値以下の場合、マイクロプロセッサ２２は、動画撮影に不適
切であると判断し、ステップＳ１００に動作を移行する。
【０１２１】
ステップＳ１００：　マイクロプロセッサ２２は、音声処理部３２から取得する音声デー
タのみを、バッファメモリ１７に蓄積する。この動作の後、マイクロプロセッサ２２は、
ステップＳ１０３に動作を移行する。
【０１２２】
ステップＳ１０１：　マイクロプロセッサ２２は、タイミングジェネレータ２２ｂを介し
て、撮像素子１３をドラフトモードで順次駆動し、ＶＧＡ画像の撮像を継続する。
【０１２３】
ステップＳ１０２：　マイクロプロセッサ２２は、ＶＧＡ画像と音声データをバッファメ
モリ１７に逐次蓄積する。
【０１２４】
ステップＳ１０３：　画像表示部２４は、このＶＧＡ画像を、モニタ画面２５に順次表示
する。
【０１２５】
ステップＳ１０４：　このような動画バッファリング中に、レリーズ釦２２ｃの半押し操
作が解除されると、マイクロプロセッサ２２はステップＳ９１に動作を戻す。このステッ
プＳ９１に戻ることによって、動画バッファリングは記録保存されることなく削除される
。この動画バッファリングの削除の後、マイクロプロセッサ２２は、ステップＳ９２以降
の動作を再開する。
　一方、レリーズ釦２２ｃの半押し操作が継続中の場合、マイクロプロセッサ２２は、ス
テップＳ１０５に動作を移行する。
【０１２６】
ステップＳ１０５：　ここで、マイクロプロセッサ２２は、レリーズ釦２２ｃが全押しさ
れたか否かを判定する。
　もし、全押し操作を検出した場合、マイクロプロセッサ２２はステップＳ１０６に動作
を移行する。
　一方、全押し操作を検出しない場合、マイクロプロセッサ２２はステップＳ９９に動作
を戻す。
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【０１２７】
ステップＳ１０６：　バッファメモリ１７内に動画バッファリングが存在しない場合、マ
イクロプロセッサ２２は、ステップＳ１０７の赤目軽減のプリ発光に移行する。
　一方、バッファメモリ１７内に動画バッファリングが存在する場合、赤目軽減発光を行
わずに、ステップＳ１０８に動作を移行する。通常、赤目現象を軽減するためのプリ発光
には１秒程度の発光時間を要する。そのため、プリ発光を実施した場合には、動画部分と
静止画部分（フリーズ動画データ）との時間間隔が開き、つなぎ目で絵柄が不連続になる
。そこで、プリ発光を省くことにより、つなぎ目の絵柄が不連続になることを防止してい
る。
【０１２８】
ステップＳ１０７：　マイクロプロセッサ２２は、閃光発光部３１を制御して、赤目現象
を軽減するためのプリ発光を実施する。
【０１２９】
ステップＳ１０８：　マイクロプロセッサ２２は、被写体輝度が第２閾値より高いか否か
を判定する。この第２閾値は、静止画撮影に閃光発光を必要とするか否かを判別する閾値
である。
　被写体輝度が第２閾値より高い場合、マイクロプロセッサ２２は、閃光発光は不要と判
断し、ステップＳ１１０に動作を移行する。
　一方、被写体輝度が第２閾値以下の場合、マイクロプロセッサ２２は、閃光発光が必要
と判断し、ステップＳ１０９に動作を移行する。
【０１３０】
ステップＳ１０９：　マイクロプロセッサ２２は、閃光発光部３１を制御して、静止画撮
影に同期して閃光発光を実施する。
【０１３１】
ステップＳ１１０～Ｓ１１４：　第１実施形態のステップＳ１４～Ｓ１８と同じ処理。
【０１３２】
ステップＳ１１５：　マイクロプロセッサ２２は、レリーズ釦２２ｃの半押し時間が第３
閾値により短かったか否かを判定する。この第３閾値は、レリーズ釦２２ｃが一気に全押
しされたか否か、あるいは、半押し操作が一瞬の無効な操作であったか否かを判定する閾
値である。
　ここで、半押し時間が第３閾値よりも短かった場合、マイクロプロセッサ２２は、瞬間
的な動画データは無効であると判断して、ステップＳ１１６に動作を移行する。
　一方、半押し時間が第３閾値以上に長い場合、マイクロプロセッサ２２は、動画データ
は有効と判断して、ステップＳ１１７に動作を移行する。
　なお、第３閾値としては、動画規格における動画データの最小単位ＧＯＰ（グループオ
ブピクチャー）の最小再生時間に応じて、０．５秒程度に設定することが好ましい。
【０１３３】
ステップＳ１１６：　マイクロプロセッサ２２は、バッファメモリ１７内の無効な動画バ
ッファリングを削除し、フリーズ動画データをメモリカード２１に記録する。この動作の
後、ステップＳ１２０に動作を移行する。
【０１３４】
ステップＳ１１７～１２０：　第１実施形態のステップＳ１９～Ｓ２２と同じ処理。
【０１３５】
　　［第７実施形態の効果など］
　以上説明したように、第７実施形態では、動画バッファリングの期間が短いと判定され
た場合、動画データを保存しない。したがって、レリーズ釦２２ｃの一気押しによって、
瞬間的で無意味な動画が記録媒体中に溜まるといった弊害を、簡単かつ合理的に回避でき
る。
【０１３６】
　また、第７実施形態では、被写体輝度が暗い場合も、動画データを保存しない。その結
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果、真っ暗で意味不明な動画が記録媒体中に溜まるといった弊害を、簡単かつ合理的に回
避できる。
【０１３７】
　なお、フリーズ動画データについては、閃光照明を実施した明るい静止画から作成され
る。従来、動画再生をフリーズ再生した場合、暗いままの動画フレームが静止表示される
ため、暗い上にノイズが多くて見づらい画像となる。しかしながら、第７実施形態では、
閃光照明を実施した明るいフリーズ動画を表示するため、明るくて綺麗な静止画表示を実
現できる。
【０１３８】
　また、再生時には、暗い状態の動画データから、閃光照明を実施した明るいフリーズ動
画データに再生表示が切り換わることにより、閃光発光を演出した臨場感のある再生表示
が可能になる。
【０１３９】
　さらに、第７実施形態では、被写体輝度が暗い場合、動画データに代えて音声データの
みを保存する。その結果、動画撮影に適さない暗い状態であっても、音声によってその場
の臨場感を記録することが可能になる。
　次に、別の実施形態について説明する。
【０１４０】
《第８実施形態》
　第８実施形態の構成は、第１実施形態（図１）と同じため、ここでの説明を省略する。
　第８実施形態の特徴は、通常の動画データをデータサイズ優先で比較的に高圧縮率に設
定し、フリーズ動画データを画質優先で動画データよりも低圧縮率に設定する点である。
　図１２は、第８実施形態の動作を説明する流れ図である。以下、図１２に示すステップ
番号に沿って、これらの動作を説明する。
【０１４１】
ステップＳ１５１～Ｓ１７０：　第１実施形態のステップＳ１～Ｓ２０と同じ処理。
【０１４２】
ステップＳ１７１：　ここでは、圧縮伸張部２３が、半押し期間中に蓄積された動画デー
タのエンコードを行う。例えば、ＭＰＥＧ２の動画ファイルに圧縮を行う場合、画像の基
本となるＩピクチャーを第１圧縮率（高圧縮）で圧縮し、エンコードする。この動画デー
タについてはフレーム間に動きがあるため、圧縮率を高く設定しても視覚的な画像劣化は
少ない。また、動画データの圧縮符号量は少なくなる。
【０１４３】
ステップＳ１７２：　続いて、圧縮伸張部２３は、フリーズ動画のエンコードを行う。例
えば、ＭＰＥＧ２の動画ファイルに圧縮を行う場合、画像の基本となるＩピクチャーを第
２圧縮率（低圧縮）で圧縮し、エンコードする。その結果、フリーズ動画データについて
は視覚的な画質劣化が少なくなる。なおフリーズ動画データの場合にはＩピクチャーの圧
縮符号量が多くても、フレーム間の画像変化を示すＢピクチャーやＰピクチャーの情報量
を少なくすることが可能であり、フリーズ動画データの圧縮符号量はさほど多くならない
。
【０１４４】
ステップＳ１７３：　マイクロプロセッサ２２は、圧縮伸張部２３によってエンコード処
理を済ませた圧縮データを、メモリカード２１に記録する。
【０１４５】
ステップＳ１７４：　第１実施形態のステップＳ２２と同じ処理。
【０１４６】
　　［第８実施形態の効果など］
　以上説明したように、第８実施形態では第１実施形態と同様の効果を得ることができる
。
　さらに、第８実施形態では、動画データとフリーズ動画データの画像圧縮において、両
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データの特徴に応じて圧縮率を切り換えることにより、視覚的に画質劣化の目立たず、か
つ全体の圧縮符号量を少なく抑えた画像記録が実現する。
　次に、別の実施形態について説明する。
【０１４７】
《第９実施形態》
　第９実施形態の構成は、第１実施形態（図１）と同じため、ここでの説明を省略する。
　第９実施形態の特徴は、動画データを解像度変換する点である。
　図１３は、第９実施形態の動作を説明する流れ図である。以下、図１３に示すステップ
番号に沿って、これらの動作を説明する。
【０１４８】
ステップＳ１８１～Ｓ１８９：　第１実施形態のステップＳ１～Ｓ９と同じ処理。
【０１４９】
ステップＳ１９０：　画像処理部１９は、ＶＧＡ画像（動画フレーム）を画素補間により
拡大し、『横９６０画素、縦７２０画素』に解像度変換する。この変換後の画像は、簡易
ハイビジョンフォーマットの『横１２８０画素、縦７２０画素』の画面表示に適した画像
サイズとなる。
【０１５０】
ステップＳ１９１～Ｓ１９６：　第１実施形態のステップＳ１０～Ｓ１５と同じ処理。
【０１５１】
ステップＳ１９７：　画像処理部１９は、バッファメモリ１７内の静止画を元に解像度の
低減処理を実施し、動画データと同じ『横９６０画素、縦７２０画素』の静止画（以下、
簡易ハイビジョン静止画という）を作成する。
【０１５２】
ステップＳ１９８：　画像処理部１９は、カメラ姿勢の検出結果から縦位置撮影であるこ
とを検出すると、簡易ハイビジョン静止画に対して、回転変換・解像度変換・余白追加の
処理を施す。
【０１５３】
ステップＳ１９９：　マイクロプロセッサ２２は、ステップＳ１９８の処理を経た簡易ハ
イビジョン静止画を、動画フレームとして３秒間再生するフリーズ動画データを作成する
。
【０１５４】
ステップＳ２００：　マイクロプロセッサ２２は、バッファメモリ１７内の動画データの
ヘッダ用の情報として簡易ハイビジョン静止画を格納する。
【０１５５】
ステップＳ２０１～Ｓ２０５：　第８実施形態のステップＳ１７０～Ｓ１７４と同じ処理
。
【０１５６】
　　［第９実施形態の効果など］
　以上説明したように、第９実施形態では第１実施形態と同様の効果を得ることができる
。
　さらに、第９実施形態では、動画データおよびフリーズ動画データをそれぞれ『横９６
０画素、縦７２０画素』に解像度変換することにより、ハイビジョンフォーマットの高画
質テレビ等での画像鑑賞に適した動画表示および静止画表示を実現することが可能になる
。
　次に、別の実施形態について説明する。
【０１５７】
《第１０実施形態》
　第１０実施形態の構成は、第１実施形態（図１）と同じため、ここでの説明を省略する
。
　第１０実施形態の特徴は、動画データから全押し直前の画像を取得し、フリーズ動画デ
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ータを作成する点である。
　図１４は、第１０実施形態の動作を説明する流れ図である。以下、図１４に示すステッ
プ番号に沿って、これらの動作を説明する。
【０１５８】
ステップＳ２１１～Ｓ２２５：　第１実施形態のステップＳ１～Ｓ１５と同じ処理。
【０１５９】
ステップＳ２２６：　マイクロプロセッサ２２は、バッファメモリ１７中の動画バッファ
リングから、全押し直前のＶＧＡ画像を読み出す。
【０１６０】
ステップＳ２２７：　マイクロプロセッサ２２は、姿勢センサ２２ｄから得たカメラ姿勢
に応じて、全押し直前のＶＧＡ画像を回転変換する。
【０１６１】
ステップＳ２２８：　マイクロプロセッサ２２は、ステップＳ２２７の処理を経たＶＧＡ
画像を、動画フレームとして３秒間再生するフリーズ動画データを作成する。
【０１６２】
ステップＳ２２９：　マイクロプロセッサ２２は、バッファメモリ１７内の動画データの
ヘッダ用の情報として、全押し直前のＶＧＡ画像を格納する。
【０１６３】
ステップＳ２３０～Ｓ２３２：　第１実施形態のステップＳ２０～Ｓ２２と同じ処理。
【０１６４】
　　［第１０実施形態の効果など］
　以上説明したように、第１０実施形態では第１実施形態と同様の効果を得ることができ
る。
　さらに、第１０実施形態では、全押し直前の動画データからフリーズ動画データを作成
する。そのため、高解像度の静止画をサイズ縮小してフリーズ動画データを作成する必要
がなく、処理負荷が少ないという利点がある。
　次に、上述した実施形態で作成された動画ファイル（動画データとフリーズ動画データ
を連結したもの）の再生動作について説明する。
【０１６５】
《再生画面の例》
　図１５は、表示画面を示す図（ディスプレー上の中間調画像の写真を含む）である。
　このような表示画面は、デジタルカメラ１１内の画像表示部２４で作成され、デジタル
カメラ１１に接続された外部モニタに表示される。また、外部コンピュータや動画再生装
置が、通信媒体や記録媒体を介して、デジタルカメラ１１側で作成されたファイル群を取
り込み、図１５に示す表示画面の作成および表示を実施してもよい。
【０１６６】
　以下、表示画面とその操作動作について説明する。
　図１５（１）に示す表示画面には、再生画面１００、サムネイル１０１、操作アイコン
１０２～１０４、および撮影日時１０６が表示される。
　再生画面１００は、メインの再生画像が表示される。デフォルト状態では、動画ファイ
ルのヘッダーに収められた静止画が表示される。
【０１６７】
　この状態で、ユーザーが、再生画面１００もしくは再生アイコン１０５のクリック、ま
たはデジタルカメラ１１の再生釦を押すと、半押し期間中などに記録された動画が再生画
面１００に動画再生される。その後、フリーズ動画が再生画面１００に表示される。
　ユーザーが特に何も操作を行わなければ、ファイル名や撮影日付の順番に従って、新し
い動画ファイルが次々に再生される。
【０１６８】
　一方、再生画面１００がフォーカス選択された状態で、逆送りアイコン１０２や早送り
アイコン１０４のクリック、またはデジタルカメラ１１側の再生制御釦（不図示）の操作
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を行うと、再生画面１００に表示される静止画が撮影日時の順番で切り換わる。
　サムネイル１０１には、動画ファイルの静止画がサムネイル表示される。このサムネイ
ル１０１がフォーカス選択された状態で、逆送りアイコン１０２や早送りアイコン１０４
を操作すると、サムネイル１０１の列を左右にスクロールすることができる。この状態で
、サムネイル１０１をクリック選択することにより、再生画面１００にクリック選択され
た静止画が表示される。
【０１６９】
　一方、図１５（２）は、ブック型の表示画面を示すものである。このブック型の左右ペ
ージには、日付表示２０６、再生画面２００、ページ送りアイコン２０２，２０４、およ
び再生アイコン２０５が表示される。
　このページ送りアイコン２０２，２０４をクリック操作することにより、まず、ページ
送りのアニメーションが表示され、前後の新しいページが表示される。この新しいページ
に、撮影日時の順番に沿った新たな静止画が表示される。
【０１７０】
　このような状態で、再生アイコン２０５をクリックすると、まず左ページ側の動画再生
が行われる。左ページの動画表示が終了すると、右ページ側の動画再生が続いて実施され
る。
　なお、デジタルカメラ１１を外部モニタに接続して再生する場合、デジタルカメラ１１
の再生釦の一度押しで動画ファイルを再生し、２度押し（ダブルクリック）で静止画の再
生をするようにしても良い。
【０１７１】
《実施形態の補足事項》
　なお、第７実施形態では、動画データのバッファリング時間が第３閾値よりも短い場合
に動画データを記録せず、短時間の動画データの無意味な蓄積を回避している（図７のＳ
１１５，Ｓ１１６参照）。この機能は、第７実施形態のみに限らず、第１～第３実施形態
、および第５～第１０実施形態で実施することが好ましい。
【０１７２】
　また、第７実施形態では、バッファリング中の動画データが第１閾値より暗い場合に動
画データを記録せず、その期間の音声データのみを記録している（第７のＳ９９～Ｓ１０
０参照）。この機能についても、第７実施形態のみに限らず、第１～第３実施形態、およ
び第５～第１０実施形態で実施することが好ましい。
【０１７３】
　なお、第９実施形態では、ドラフトモード（減数読み出しモード）で読み出される動画
を簡易ハイビジョンの画素サイズに拡大補間し、全画素読み出しモードで読み出される静
止画を簡易ハイビジョンの画素サイズに縮小している。この機能についても、第９実施形
態のみに限らず、第１～第３実施形態、および第５～第１０実施形態で実施することが好
ましい。
【０１７４】
　その他、上述した第１～第１０実施形態では、下記動作を実施することが好ましい。
（１）静止画のみにストロボを照射する。
（２）動画と静止画で感度を変える。静止画と動画とで電荷蓄積時間を変える
（３）動画撮影中には赤目軽減ランプの照射は行わない。
（４）静止画のみにノイズ除去を行う。
（５）静止画の記録解像度がＶＧＡより小さい場合には動画を作成しない。
【産業上の利用可能性】
【０１７５】
　以上説明したように、本発明は、電子カメラなどに利用可能な技術である。
【図面の簡単な説明】
【０１７６】
【図１】第１実施形態の構成を示すブロック図である。
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【図２】第１実施形態の動作を説明する流れ図である。
【図３】ファイルの格納フォルダーを説明する図である。
【図４】撮影姿勢に応じたＶＧＡ静止画の回転変換を示す図である。
【図５】動画ファイルを連結したファイル構造を示す図である。
【図６】第２実施形態の動作を説明する流れ図である。
【図７】第３実施形態の動作を説明する流れ図である。
【図８】第４実施形態の動作を説明する流れ図である。
【図９】第５実施形態の動作を説明する流れ図である。
【図１０】第６実施形態の動作を説明する流れ図である。
【図１１】第７実施形態の動作を説明する流れ図である。
【図１２】第８実施形態の動作を説明する流れ図である。
【図１３】第９実施形態の動作を説明する流れ図である。
【図１４】第１０実施形態の動作を説明する流れ図である。
【図１５】表示画面を示す図（ディスプレー上の中間調画像の写真を含む）である。
【符号の説明】
【０１７７】
１１　デジタルカメラ
１２　撮影レンズ
１３　撮像素子
１５　Ａ／Ｄ変換部
１６　信号処理部
１７　バッファメモリ
１８　バス
１９　画像処理部
２０　カードインターフェース
２１　メモリカード
２２　マイクロプロセッサ
２２ａ　スイッチ群
２２ｂ　タイミングジェネレータ
２２ｃ　レリーズ釦
２２ｄ　姿勢センサ
２３　圧縮伸張部
２４　画像表示部
２５　モニタ画面
３０　赤目軽減発光部
３１　閃光発光部
３２　音声処理部
３３　マイク
１００　再生画面
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